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要  旨

本研究では、科学的リテラシーの「科学への態度」における科学への興味・関心を育成するため、家庭科の食生活分野の題材と

してカフェインに関する授業を開発し実践を行った。実生活での科学への興味・関心の指標として、実践後の食生活リテラシーに

ついて調査したところ、科学情報の収集・評価・活用の重要性の認識が伺えた。また、科学の興味・関心に関する「科学の楽しさ」

「科学に関する全般的価値」「科学に関する個人的価値」「科学に関する全般的な興味・関心」について実践による学生の科学リテ

ラシーの変容を確認したところ、全４項目において実践後に向上していた。したがって、カフェインを題材とした授業は科学への

興味・関心を育成するために有効であり、家庭科の中で育成の可能性が示された。

キーワード：家庭科、科学的リテラシー、科学への興味・関心

1．はじめに

今日の生活は高度な科学技術に支えられ、その影響

を大きく受けている。また、これからの生活の変化の予

測はひじょうに困難であり、さまざまな変化に対応で

きる力が必要になる。特に、よりよい暮らしを送るため

に科学的な知識を活用し、根拠に基づく判断ができる

能力つまり科学的リテラシー 1) が重要である。

著者らは高等学校教育課程修了時の学生の科学的リ

テラシーの習得状況を調査 2) し、文部科学省が実施し

た 10～60代の一般の人の習得状況のデータと比較した。
その結果、大学１年生の科学的リテラシーは科学的能

力、科学的知識および科学への態度の３つの側面 3) の

いずれにおいても、一般の人よりも高かった。しかし、

３つの側面のうち科学への態度の側面についての習得

率が低く、特に「科学への興味・関心」及び「資源や環

境に対する責任」の領域が低かった。

中学生を対象とした OECD（2015）の PISA調査 4) に

よると、科学的リテラシーの国際比較において日本は

上位にいるものの、「科学の楽しさ」指標については

OECD 加盟国の中学生の平均よりも低かった。すなわ
ち、科学の知識や能力はあるものの興味・関心が低いと

いう結果であった。興味・関心を高めるためには、学習

者の身近なことと科学を関連させて学習することが重

要である。教科の中でも、家庭科は児童・生徒にとって

身近な題材である生活の中の事象を学習対象とし、科

学に関連する内容を数多く扱う教科である。特に食生

活分野は、科学的な側面が強い分野である。そこで本研

究では、家庭科食生活分野において、科学への興味・関

心を高めることを目的とした家庭科教材を開発し、そ

の有効性について検討した。

2．方法

2.1 対象と時期

令和３年９月 10 日および 14 日に、三重大学教育学
部１年生 23名を対象に授業を行った。本実践は高等学
校の家庭科の授業であることから、高等学校卒業から

の期間が短く、大学での専門教育をほとんど受けてい

ない１年生を対象にした。受講生の内訳を表１に示す。

年齢は 18 歳が 34.8%および 19 歳が 65.2%、女性が
78.3%と多く、高等学校在籍時は文系選択が 87.0%と多
かった。

2.2 授業内容

科学への興味・関心を高める授業はカフェインを題
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表１ 受講生の概要

人数 ％

年齢 18歳 8 34.8

19歳 15 65.2

性別 女性 18 78.3

男性 5 21.7

文系・理系 文系 20 87.0

（高等学校時） 理系 3 13.0

材とし、計３時間で構成した（表２）。カフェインは茶

やコーヒーに含まれており、日常的に摂取する身近な

化学物質の一つである。また、近年ではカフェインが多

く含まれたエナジードリンクも販売されており、高濃

度のカフェインを簡単に摂取できる状況がある。しか

し、簡単に摂取しているものの、その身体への作用やリ

スクについて十分理解している人は少ない。厚生労働

省のホームページ 5) にはカフェインの過剰摂取に注意

することが示されている。このようにある物質を利用

する際のリスクや体内での作用について考えるのに適

していることから、カフェインを題材として取り上げ

た。カフェインという名前を知っていてもカフェイン

そのものを見たことのある人は少ない。そこで本授業

ではカフェインを結晶として見る実験を行うことで題

材への興味・関心につなげられるのではないかと考え

た。また、実際の健康被害について触れることで自分に

とって身近な問題として考えることができるように工

夫をした。このような活動を最初に行い、興味・関心を

題材に向けさせることで、その後の活動に、より主体的

に参加できるように授業内容を設定した。その後の調

べ学習では理解を深められるように協同的な活動を取

り入れた。さらに最後の活動で、自分自身がこれからの

生活でカフェインとどのように付き合っていくかを考

えさせることで日常生活に活かすことができるように

した。第１時では「カフェインについて知る」という導

入を行った。授業の最初に Googleフォームを用いたカ
フェインに関するアンケートを行った。この結果を受

講生に提示し、どの程度カフェインについての知識が

あるのかを共有した。その後、カフェイン中毒に関する

事件 6) とエナジードリンクの中高生の心身への影響に

ついてのニュース 7) を紹介し、カフェインが摂取方法

によってはリスクを有する物質であることを確認した。

次に、茶からカフェインを抽出し、カフェインを実際に

目で見て観察する実験を行った 8)。

第２時では、「カフェインについて学習する」ことを

目的として、調べ学習を行わせた。①カフェインの一日

摂取許容量・リスクの考え方、②カフェインの作用・カ

フェイン含有量、③カフェインの健康への被害の３つ

のテーマを設定した（表３）。テーマごとに１グループ

４人（３テーマで３グループを編成する）で表３に示す

テーマに沿った課題をスライドにまとめる活動を行わ

せた。具体的には、受講生はテーマごとに配布された資

料を読み取ったり、資料以外の情報についてインター

ネットを用い、それぞれのテーマや課題に関連した内

容を調べたりして、テーマに沿った課題をスライド１

枚にまとめた（後述、図１参照）。

第３時の「日常生活とカフェインについて考える」で

表２ 授業の概要

時数 めあて 具体的な活動内容

第１時 カフェインについて知る アンケート、ニュースの紹介、実験

第２時 カフェインについて学習する 調べ学習、スライド作成

第３時 日常生活とカフェインについて考える スライド発表、個人で考える

表３ 各テーマの課題

テーマ 課題

１ カフェインの一日摂取許容量

リスクの考え方

・一日摂取許容量はどのように設定されている？

・カフェインの一日摂取許容量は？

・食品の「リスク」とは？

２ カフェインの作用

カフェイン含有量

・カフェインがもたらす良い影響は？

・主な飲料のカフェイン含有量は？

・エナジードリンクのカフェイン含有量は？

３ カフェインの健康への被害 ・カフェインがもたらす悪い影響は？

・妊婦など特別な人への影響は？

・実際の健康被害は？
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図１ 受講者が作成したスライド例

は、第２時の３つのグループから１人ずつ計３人のグ

ループを再編成し、作成したスライドをもとに各テー

マについての内容を共有し、カフェインについての理

解を深めた。その後、グループ内で発表を聞いて考えた

ことや今までにカフェインを摂取した際の経験につい

ての意見交流を行った後、さらにクラス全体で共有し

た。次に、ここまでの活動を踏まえ、自分自身の生活の

中でカフェインに関して気をつけたいことを実践しや

すいようにポイントを絞って箇条書きにして３つにま

とめさせた。最後に、本授業ではカフェインをさまざま

な視点から捉え、自らの意思でカフェインとの関わり

を考えることを目的にしたが、このような考え方はカ

フェインだけでなく、その他の食品やさまざまな物質

に応用することができることを伝えた。

2.3 授業の評価

授業後に質問紙調査による授業の評価を行った。具

体的には、本授業の学習内容の理解度、授業内での活

動のカフェインを理解する上での有効性について４件

法で、活動の難易度、授業全般の楽しさ、授業参加への

主体性、授業中の説明および教材のわかりやすさにつ

いて、それぞれ５件法で尋ねた。その他、授業について

の感想を自由記述で得た。

2.4 科学への興味・関心の変容の把握

本授業が食品の科学的な側面を題材とすることから、

実生活における科学への興味・関心の評価指標として

食生活リテラシーに関する項目（後述、図３参照）につ

いて評価した。食生活リテラシーとは、食生活における

健康の維持・増進のための情報の入手、評価、活用に関

わる能力である。具体的な質問項目は、高泉らにより作

成された評価尺度 9) を参考にした。

また、科学への興味・関心の変容については、松浦 10)

が提示した「科学に対する態度の構成概念」（表４）の

６項目のうち、「科学の楽しさ」「科学に関する全般的価

値」「科学に関する個人的価値」「科学に関する全般的な

興味・関心」を用いて把握した。なお、「科学に関する

全般的価値」「科学に関する個人的価値」の一部、およ

び「科学に関する全般的な興味・関心」については、前

報 2) の質問項目から抜粋して用いた。

2.5 統計処理および自由記述の分析

割合の差の検定にはカイ二乗検定を、平均の差の検

定には対応のある t検定を用いた。有意水準を５%未満
とした。また、自由記述の分析にはKH Coderを用いた。
なお、最小出現数を 2、Jaccard係数を 0.2とし、サブグ
ラフの検出には random walksを用いた。

2.6 倫理的配慮

調査対象者に対して、調査協力の依頼書を配布し、本

研究の概要について口頭または書面で説明を行った。

その際、調査は匿名で行うこと、回答結果は統計的に処

理するために個人情報が漏洩することがないこと、結

果は研究目的以外には使用しないことを説明した。ま

た研究協力を行わないことで不利益がないことを述べ

た。なお、本調査は三重大学教育学部研究倫理審査委員

会の承認を得ている（承認番号 No.2021-05）。

3．結果および考察

3.1 授業の評価

表５にカフェインに関する授業で学習した５つの内

容の理解度の結果を示す。すべての項目においてほと

んどの受講生が「理解できた」または「どちらかという

と理解できた」と回答していたことから、本授業はカフ

ェインを理解する上で適した内容であったと言える。

全５項目のうち「どちらかというと理解できなかった」

と回答したのは「カフェインの悪い影響」における１人

（4.5%）のみであった。
表６に授業中の活動はカフェインを理解する上で有

効であったかどうかをたずねた結果を示す。「ニュース

を聞く」「スライド作成」「スライド発表」の活動では、

すべての人が「有効であった」または「どちらかという

と有効であった」と回答していた。また、「実験」およ

び「個人で考える」活動において 95.7%の人は「有効で
あった」または「どちらかというと有効であった」と回

答した。このことから本授業の活動はカフェインにつ

いて理解する手立てとなっていたと言える。特にスラ

イド発表は「有効だった」と回答した人は 22人（95.7%）
と５項目のなかで最も多かった。また、スライド作成に

ついても「有効だった」と回答した人は 18人（78.3%）
であった。スライドの作成は情報のインプット、発表は

アウトプットに値し、この両方の活動を取り入れたこ

とで理解につながったのではないかと考えられる。ま

た、スライド作成において受講生が作成した一部のス

ライドを図１に示す。
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［カフェインがもたらす良い影讐l
中枢神経を舅奮させる＂用があるため．融が..つきりしたり．眠気を覚ま ... 
効景がある．（遍用量を摂敗した場合）
應藁品と して11l方される．
食品添加物として嗜奸したり、食歌を増遣させたりする効璽がある．

【主な飲料のカフェイン含有呈l
貪品名

コーヒー 60mg/100ml 

インスタントコーヒー 57mg/100ml 

玉;; 160mg/100mヽ

紅茶

煎茶

ゥーロン11i

エナジードりン>(II!気覚まし用飲料） 32-JOOmg/10釦貞髪品一本あたり約廷_,切mg)
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科
学
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
こ
と
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か

②
科
学
の
話
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
と
き
は
、
た
い
て
い
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か

③
科
学
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か

④
科
学
に
つ
い
て
の
本
を
読
む
の
が
好
き
で
す
か

⑤
科
学
に
つ
い
て
の
問
題
を
解
い
て
い
る
と
き
は
楽
し
い
で
す
か

当
て
は
ま
る
：
５
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
当
て
は
ま
る
：
４
点
、
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
：
３
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
当

て
は
ま
ら
な
い
：
２
点
、
当
て
は
ま
ら
な

い
１
点

科
学
に
関
す
る

全
般
的
価
値

科
学
技
術
に
関
す
る
次
の
意
見
や
考
え
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
（
前
報

2
）
よ
り
引
用
）

①
科
学
技
術
の
進
歩
に
つ
れ
て
、
生
活
は
よ
り
便
利
で
快
適
な
も
の
に
な
る

②
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
環
境
問
題
、
水
・
食
糧
問
題
、
感
染
症
問
題
な
ど
の
社
会
の
新
た
な
問
題
は
、

さ
ら
な
る
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る

③
日
常
生
活
で
科
学
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る

そ
う
思
う
：
６
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
う
：
５
点
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
：
４
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思

わ
な
い
：
３
点
、
そ
う
思
わ
な
い
：
２
点
、

わ
か
ら
な
い
：
１
点

科
学
に
関
す
る

個
人
的
価
値

１
．
科
学
技
術
に
関
す
る
次
の
意
見
や
考
え
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
（
前
報

2
）
よ
り
引
用
）

①
日
常
生
活
で
科
学
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る

②
科
学
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
人
々
を
相
互
に
理
解
し
尊
重
し
合
う
文
化
に
つ
な
が
る

③
科
学
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
人
々
の
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
表
現
力
を
高
め
る
文
化
に
つ
な
が
る

２
．
科
学
は
私
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
あ
る

そ
う
思
う
：
６
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
う
：
５
点
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
：
４
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思

わ
な
い
：
３
点
、
そ
う
思
わ
な
い
：
２
点
、

わ
か
ら
な
い
：
１
点

科
学
に
関
す
る

全
般
的
な

興
味
・
関
心

次
の
科
学
技
術
の
話
題
に
ど
の
く
ら
い
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。
（
前
報

2
）
よ
り
引
用
）

①
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
経
済
・
景
気
・
国
際
競
争
力
の
向
上
②
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
対
策

③
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
対
策
④
食

料
・
水
産
資
源
問
題
対
策
⑤
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
⑥
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
⑦
食
の
安
全
確
保
⑧
教
育
⑨
安
全
保
障
・
テ
ロ
対
策
⑩
高
水
準
医

療
の
提
供
な
ど
健
康
や
医
療
⑪
生
活
環
境
の
保
全
⑫
自
然
環
境
の
保
全
⑬
新
し
い
技
術
や
発
明
の
利
用
（
既
存
の
知
識
を
用
い
た
新
製
品
の
開
発
な
ど
）
⑭

新
し
い
科
学
的
発
見
（
観
察
や
実
験
、
思
考
な
ど
に
基
づ
い
た
新
事
実
や
理
論
の
発
見
な
ど
）
⑮
新
し
い
医
療
的
発
見
（
生
体
や
疫
病
な
ど
に
関
す
る
発
見

な
ど
）
⑯
宇
宙
探
索
・
開
発
⑰
海
洋
探
索
・
開
発
⑱
原
子
力
開
発
⑲
報
通
信
技
術
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
商
取
引
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
な
ど
の
技
術
）
⑳
数
理
科
学
（
最
近
の
数
学
の
成
果
を
応
用
し
た
技
術
開
発
、
統
計
学
、
理
論
計
算
機
科
学
、
暗
号
理
論
、
集
団
遺
伝
学
、
計
量
経
済

学
、
数
理
物
理
学
、
保
険
数
理
学
（
保
険
数
理
）、
航
空
数
理
な
ど
）

関
心
が
あ
る
：
５
点
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
関
心
が
あ
る
：
４
点
、
ど
ち
ら
で
も

な
い
：
３
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
関
心

が
な
い
：
２
点
、
関
心
が
な
い
１
点

中西　理紗・平島　　円・荻原　　彰・市川　俊輔・村田晋太朗・後藤太一郎・磯部　由香
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表５ カフェインに関する学習内容についての理解

理解できた どちらかというと

理解できた

どちらかというと

理解できなかった

理解

できなかった

n 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

一日摂取許容量 22 19 86.4 3 13.6 0 0 0 0

リスク 21 18 85.7 3 14.3 0 0 0 0

カフェインの良い影響 22 20 90.9 2 9.1 0 0 0 0

カフェイン含有量 22 17 77.3 5 22.7 0 0 0 0

カフェインの悪い影響 22 19 86.4 2 9.1 1 4.5 0 0

表６ 授業での活動の理解への有効性

n＝23 有効だった どちらかというと

有効だった

どちらでもない どちらかというと

有効でなかった

有効でなかった

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

ニュースを聞く 20 87.0 3 13.0 0 0 0 0 0 0

実験 17 73.9 5 21.7 1 4.3 0 0 0 0

スライド作成 18 78.3 5 21.7 0 0 0 0 0 0

スライド発表 22 95.7 1 4.3 0 0 0 0 0 0

個人で考える 18 78.3 4 17.4 1 4.3 0 0 0 0

表７に授業の活動についての難易度をたずねた結果

を示す。スライド作成・発表、個人で考える活動につい

ては「簡単だった」「どちらかというと簡単だった」と

回答した人の合計はそれぞれ 60%を超えていることか
ら比較的簡単な活動であったと言える。しかし、実験に

ついては「簡単だった」「どちらかというと簡単だった」

と回答した人の合計は 11 人（47.8%）と半数以下であ
った。「難しかった」「どちらかというと難しかった」を

選択した人の合計は１回目のクラスが５人（21.7%）、
２回目のクラスは１人（4.3%）であった。１回目は試料
の調製がうまくいかなかったことに起因すると推察さ

れる。

「授業は楽しかったですか」とたずねた結果、受講生

全員が「楽しかった」「どちらかというと楽しかった」

と回答した。また、授業中「主体的に活動に参加できま

したか」という質問に対しては、「できた」「どちらかと

いうとできた」と回答した人の合計は 21 人（91.3%）
であった。よって、本授業内容は受講生にとって楽しい

ものであり、主体的に参加できるものであったと言え

る。

表８に授業中の説明やワークシート教材のわかりや

すさについてたずねた結果を示す。説明、ワークシート、

教材ともに全員が「わかりやすかった」または「どちら

かというとわかりやすかった」と回答していた。

授業についての感想の自由記述に関する共起ネット

ワークを図２に示す。円の中の語句は自由記述に記載

のあった語句を示す。円同士のつながりは関係性の強

いものを実線で示し、弱いものは点線で示す。共起ネッ

トワークは大きく Subgraph7（黄緑色）とそれ以外の２
つのグループに分類された。Subgraph7にはエナジード
リンクについて学んだことに関する語句が分類された。

このグループに関連する記述には「エナジードリンク

をよく飲むのですが、それらに多く含まれるカフェイ

ンの危険性やデメリットについてよく知りませんでし

た」や「知り合いにアルコールとエナジードリンクを一

緒に飲む人がいるので危険性を教えてあげようと思い

ました」があった。カフェインについて理解し、自分や

周りの人のカフェイン摂取に注意を向け、行動に移そ

うとする様子が伺えた。

Subgraph7以外は Subgraph1、2、3、4、5、6、8の７
つのグループに分類された。Subgraph1（青色）には、
本授業の学びについての記述に関する語句が分類され

た。「主体的に参加することでカフェインに関する知識

を十分に理解できました」や「知識のないカフェインに

ついて学ぶことができ、非常に有意義でした」などの記

述があった。主体的な学びが十分な理解につながり、受

講生にとって意味のある学びになったと考えられる。

Subgraph2（黄色）に関する記述としては「授業を集中
して受講することができた」があげられる。また、授業

での内容を日常生活に活かそうとする記述も見られ、
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表
４

科
学
へ
の
興
味
・
関
心
に
つ
い
て
の
質
問
項
目

構
成
概
念

1
0
）

質
問
項
目

点
数

科
学
の
楽
し
さ

①
科
学
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
こ
と
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か

②
科
学
の
話
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
と
き
は
、
た
い
て
い
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か

③
科
学
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か

④
科
学
に
つ
い
て
の
本
を
読
む
の
が
好
き
で
す
か

⑤
科
学
に
つ
い
て
の
問
題
を
解
い
て
い
る
と
き
は
楽
し
い
で
す
か

当
て
は
ま
る
：
５
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
当
て
は
ま
る
：
４
点
、
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
：
３
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
当

て
は
ま
ら
な
い
：
２
点
、
当
て
は
ま
ら
な

い
１
点

科
学
に
関
す
る

全
般
的
価
値

科
学
技
術
に
関
す
る
次
の
意
見
や
考
え
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
（
前
報

2
）
よ
り
引
用
）

①
科
学
技
術
の
進
歩
に
つ
れ
て
、
生
活
は
よ
り
便
利
で
快
適
な
も
の
に
な
る

②
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
環
境
問
題
、
水
・
食
糧
問
題
、
感
染
症
問
題
な
ど
の
社
会
の
新
た
な
問
題
は
、

さ
ら
な
る
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る

③
日
常
生
活
で
科
学
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る

そ
う
思
う
：
６
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
う
：
５
点
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
：
４
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思

わ
な
い
：
３
点
、
そ
う
思
わ
な
い
：
２
点
、

わ
か
ら
な
い
：
１
点

科
学
に
関
す
る

個
人
的
価
値

１
．
科
学
技
術
に
関
す
る
次
の
意
見
や
考
え
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
（
前
報

2
）
よ
り
引
用
）

①
日
常
生
活
で
科
学
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る

②
科
学
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
人
々
を
相
互
に
理
解
し
尊
重
し
合
う
文
化
に
つ
な
が
る

③
科
学
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
人
々
の
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
表
現
力
を
高
め
る
文
化
に
つ
な
が
る

２
．
科
学
は
私
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
あ
る

そ
う
思
う
：
６
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

そ
う
思
う
：
５
点
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
：
４
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思

わ
な
い
：
３
点
、
そ
う
思
わ
な
い
：
２
点
、

わ
か
ら
な
い
：
１
点

科
学
に
関
す
る

全
般
的
な

興
味
・
関
心

次
の
科
学
技
術
の
話
題
に
ど
の
く
ら
い
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。
（
前
報

2
）
よ
り
引
用
）

①
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
経
済
・
景
気
・
国
際
競
争
力
の
向
上
②
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
対
策

③
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
対
策
④
食

料
・
水
産
資
源
問
題
対
策
⑤
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
⑥
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
⑦
食
の
安
全
確
保
⑧
教
育
⑨
安
全
保
障
・
テ
ロ
対
策
⑩
高
水
準
医

療
の
提
供
な
ど
健
康
や
医
療
⑪
生
活
環
境
の
保
全
⑫
自
然
環
境
の
保
全
⑬
新
し
い
技
術
や
発
明
の
利
用
（
既
存
の
知
識
を
用
い
た
新
製
品
の
開
発
な
ど
）
⑭

新
し
い
科
学
的
発
見
（
観
察
や
実
験
、
思
考
な
ど
に
基
づ
い
た
新
事
実
や
理
論
の
発
見
な
ど
）
⑮
新
し
い
医
療
的
発
見
（
生
体
や
疫
病
な
ど
に
関
す
る
発
見

な
ど
）
⑯
宇
宙
探
索
・
開
発
⑰
海
洋
探
索
・
開
発
⑱
原
子
力
開
発
⑲
報
通
信
技
術
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
商
取
引
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
な
ど
の
技
術
）
⑳
数
理
科
学
（
最
近
の
数
学
の
成
果
を
応
用
し
た
技
術
開
発
、
統
計
学
、
理
論
計
算
機
科
学
、
暗
号
理
論
、
集
団
遺
伝
学
、
計
量
経
済

学
、
数
理
物
理
学
、
保
険
数
理
学
（
保
険
数
理
）、
航
空
数
理
な
ど
）

関
心
が
あ
る
：
５
点
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
関
心
が
あ
る
：
４
点
、
ど
ち
ら
で
も

な
い
：
３
点
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
関
心

が
な
い
：
２
点
、
関
心
が
な
い
１
点

科学的リテラシーの育成を目指す家庭科授業の実践

―   38 7  ―
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表 7 授業での活動の難易度

n＝23 簡単だった どちらかというと

簡単だった

どちらでもない どちらかというと

難しかった

難しかった

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

実験 4 17.4 7 30.4 6 26.1 4 17.4 2 8.7

スライド作成 2 8.7 13 56.5 3 13.0 5 21.7 0 0

スライド発表 2 8.7 15 65.2 1 4.3 5 21.7 0 0

個人で考える 12 52.2 7 30.4 3 13.0 1 4.3 0 0

図２ 授業についての感想の自由記述に関する共起ネットワーク（KH Coderを用いて作成した図から転記）

本授業が日常生活へつなげて考えられるようなもので

あったと言える。Subgraph3（紫色）には、本授業の最
後に行った個人で考える活動に関する記述の語句が見

られた。「この活動をすることでそれまでの主体的な活

動をより意識しながら振り返ることができた」と述べ

られていた。最後の活動を取り入れたことでそれまで

の学習の復習となり、学びの整理ができたのではない

かと思われる。Subgraph4（赤色）には「実験が楽しか
った」や「カフェインについて知ることができた」など

の実験に関連した語句が分類された。Subgraph5（濃青

色）には、主にグループ活動に関する記述の語句が分類

された。具体的には「資料を読んで人に説明することで

理解が深まった」や「グループワークで自分で理解して

人に伝えようとする分、情報から知識を得ようと集中

して取り組めた」などである。情報を収集するだけでな

く、その情報をスライドにまとめ整理し、さらに説明す

ることでより深い理解につながったと考えられる。

Subgraph6（オレンジ色）に関連する記述としては、本
授業で得た家庭科の知識が生活するうえで大切だと気

づいた内容があり、受講生の家庭科への価値観に影響

表８ 教材や説明のわかりやすさ

n＝23 わかりやす

かった

どちらかというと

わかりやすかった

どちらでもない どちらかというと

わかりにくかった

わかりにく

かった

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

説明 20 87.0 3 13.0 0 0 0 0 0 0

ワークシート 20 87.0 3 13.0 0 0 0 0 0 0

教材 22 95.7 1 4.3 0 0 0 0 0 0
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図３ 食生活リテラシーに関する回答の人数分布
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りすることで理解が深まった」などの記述があり、主体

的な活動や体験的な学習が学習者に影響を与えている

ことがわかった。
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本授業による科学への興味・関心への影響をみるた

めに、上記 2.4で説明した５項目について分析した。
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表 7 授業での活動の難易度

n＝23 簡単だった どちらかというと

簡単だった

どちらでもない どちらかというと

難しかった

難しかった

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

実験 4 17.4 7 30.4 6 26.1 4 17.4 2 8.7

スライド作成 2 8.7 13 56.5 3 13.0 5 21.7 0 0

スライド発表 2 8.7 15 65.2 1 4.3 5 21.7 0 0

個人で考える 12 52.2 7 30.4 3 13.0 1 4.3 0 0

図２ 授業についての感想の自由記述に関する共起ネットワーク（KH Coderを用いて作成した図から転記）
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り本授業は科学への興味・関心を持つという科学に対

する態度を養うことができたと言える。

また、構成概念である４項目のそれぞれの質問項目

について有意差のあった項目があった。科学の楽しさ

について「科学について学ぶことに興味がありますか」

とたずねた質問では「当てはまる」「どちらかというと

当てはまる」と回答した人の合計は受講前の 12 人
（52.2%）に対し、受講後は 19人（82.6%）と増加した
（p<0.05）。この項目が増加した理由として授業の題材
や学習活動が有効であったと考えられる。先行研究 11)

において科学への興味・関心を高める授業方法として

実験的活動、調べ学習が有効であることが明らかにな

っている。本授業においても実験や調べ学習を取り入

れた。また、カフェインという題材が身近なものであり

興味・関心につながったことからカフェインを糸口に

し、科学的への興味・関心につなげられたと考えられる。

科学に関する全般的価値の「資源・エネルギー問題、

環境問題、水・食糧問題、感染症問題などの社会の新た

な問題は、さらなる科学技術の発展によって解決され

る」、科学に関する全般的な興味・関心の「科学技術イ

ノベーションによる経済・景気・国際競争力の向上」「新

しい科学的発見」「宇宙探索・開発」については「関心

がある」「どちらかというと関心がある」と回答した人

の割合が受講後に増加した。これらの項目は本授業の

中で直接的に取り上げた内容ではないが、科学的なこ

とを一つ学ぶだけでも科学技術に対する興味・関心ま

たは理解度は高まると考えられる。

4．まとめ

前報 2) の大学生を対象とした調査において、科学的

リテラシーの中で科学への態度に課題があり、その中

でも科学への興味・関心を高める必要性が明らかにな

った。そこで、本研究では、科学への興味・関心を高め

る手立てとしてカフェインを題材とした実験および調

べ学習を取り入れた家庭科の授業実践を行った。その

結果、科学的な情報の入手、評価、活用に関わる食生活

リテラシーの重要性は認識されており、科学への興味・

関心は４つの構成概念において向上していた。よって、

本授業は科学への興味・関心を高めるのに有効であっ

たと言える。

先行研究において、科学への態度の育成には協同的

な学習の効果が示されている 12)。本実践でも、協同的

な学習であるグループでのスライド作成が科学への興

味・関心を高める上で有効であったと考えられる。また、

同研究では、効果を持続させるためには協同的な学習

の前の体験的な学習が重要な役割を持つ可能性がある

ことを示唆している。本授業では、スライド作成の活動

の前に、体験的なカフェインの実験を行っており、科学

への興味・関心の持続が期待される。しかし、授業後の

受講生の態度について追跡していないことから、持続

性については不明であることが本研究の限界である。

また、野ヶ山らは、題材として学習者が「誤概念とし

て持っている知識」「まったく知らない事実」などを用

いることで、認知的な葛藤が生じ、題材に強い関心を持

つことを明らかにしている 13)。本題材についても受講

図４ 科学に対する態度の得点率の人数の割合と平均点
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生はカフェインについて正しい知識を持っていなかっ

たことから、題材への強い関心を持たせ、主体的な活動

につながったのではないかと考えられる。

本実践は受講生の科学への興味・関心に影響を与え

ることができた。しかし、上述のとおり、この変化を継

続できるかは不明である。学校現場においては、さまざ

まな教科の中で科学への興味・関心の向上を意識した

授業を、年間を通して行っていくことが必要である。そ

の中でも、家庭科は生活に関する事象を扱う教科であ

り自分事として考えられる題材を取り上げることが可

能である。今回用いたカフェイン以外にも食品添加物、

遺伝子組み換え食品、ゲノム編集食品、アルコールなど、

多面的に捉えられる題材が多く考えられる。今後も、さ

まざまな題材を用いた科学への興味・関心を育成する

授業提案、実践を行っていきたい。
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科学に関する全般的価値の「資源・エネルギー問題、

環境問題、水・食糧問題、感染症問題などの社会の新た

な問題は、さらなる科学技術の発展によって解決され

る」、科学に関する全般的な興味・関心の「科学技術イ

ノベーションによる経済・景気・国際競争力の向上」「新

しい科学的発見」「宇宙探索・開発」については「関心

がある」「どちらかというと関心がある」と回答した人

の割合が受講後に増加した。これらの項目は本授業の

中で直接的に取り上げた内容ではないが、科学的なこ

とを一つ学ぶだけでも科学技術に対する興味・関心ま

たは理解度は高まると考えられる。

4．まとめ

前報 2) の大学生を対象とした調査において、科学的

リテラシーの中で科学への態度に課題があり、その中

でも科学への興味・関心を高める必要性が明らかにな

った。そこで、本研究では、科学への興味・関心を高め

る手立てとしてカフェインを題材とした実験および調

べ学習を取り入れた家庭科の授業実践を行った。その

結果、科学的な情報の入手、評価、活用に関わる食生活

リテラシーの重要性は認識されており、科学への興味・

関心は４つの構成概念において向上していた。よって、

本授業は科学への興味・関心を高めるのに有効であっ

たと言える。

先行研究において、科学への態度の育成には協同的

な学習の効果が示されている 12)。本実践でも、協同的

な学習であるグループでのスライド作成が科学への興

味・関心を高める上で有効であったと考えられる。また、

同研究では、効果を持続させるためには協同的な学習

の前の体験的な学習が重要な役割を持つ可能性がある

ことを示唆している。本授業では、スライド作成の活動

の前に、体験的なカフェインの実験を行っており、科学

への興味・関心の持続が期待される。しかし、授業後の

受講生の態度について追跡していないことから、持続

性については不明であることが本研究の限界である。

また、野ヶ山らは、題材として学習者が「誤概念とし

て持っている知識」「まったく知らない事実」などを用

いることで、認知的な葛藤が生じ、題材に強い関心を持

つことを明らかにしている 13)。本題材についても受講

図４ 科学に対する態度の得点率の人数の割合と平均点
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